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齋藤 高弘3,大野 敬2
(奥羽大 ・歯 ・学生1,口腔外科2,口腔衛生3)
【緒 言 】本 学 は ソウル慶 熙大 学 と国際 交流 を
行 って きた。昨年 は震 災で 中止 とな り,本 年8月
5～10日 に学術 交流 が開 催 され た。本 学 か らは
歯学 部 ライ フサポ ー ト部員7名 と,引 率 教員 を合
わせ 計8名 が慶熙大学 に出 向 した。 内容 について
報告する。
【概 要】8月6日AM,歯 学部長,病 院長 と面
談 し,歯学部,講 堂,図 書館,病 院,講 義室,実




では,患 者のCT画 像 を三次元構築 した頭蓋模型
が資料 として使われていた。歓迎 レセプションで
は歯学部の先生や学生 が30人ほど集 まり,私 た
ち7名 も,自 己紹介を含めプレゼンテーションし
た。8月7日AM,基 礎研究所を見学 したが,本
学 よ り少 し狭 く感 じた。 その 後,Biomedical
Engineeringの講義を受け,人 工組織の研究 を学
んだ。PM,慶 熙大学から車で40分ほどの慶熙大




学生ガイ ドで ソウル市 内を観光 した。8月9日
AM,マ イクロ下歯 内療法を,モ ニターを見なが
ら見学 した。PM,最 新の コーンビームCTの 講
義および,ミ ニスクリューを固定源 とする新 しい
矯正についての講義 を受けた。
【結 語】今回,国 際交流で,韓 国の審美意識に
強い印象 を受けた。慶熙大学は韓国で優れた歯科
大学であるが,本 学の教育,研 究,施 設,設 備,
臨床技術は劣っていないことも実感できた。主な
コミュニケーションとして使われたのは英語であ
り,英語の大切 さを改めて実感 した。 また,言 葉
や文化,国 の違いさえあれ,共 通の歯学 を学んで
いるということが実感でき,今 学んでいる事が と
ても大切だと痛感 した。
